
生まれてまもなく父をなくし、母とも別れ親類や他人の家を転々とした高橋睦郎氏。養子
として育てられ、先ごろ産みの母親と対面を果たしたばかりのジェフリー・アングルス氏。
ともに母なるものの深い淵を見つめ続けてきました。傑出した詩人であると同時に、文学
の探求者でもある二人が、自作朗読をからめつつ「母と詩の不思議」を語り明かします。
クリエイトすることの根源がギラッと垣間見える、そんな一夜をd-laboで過ごしませんか？	

たかはし むつお 
1937年北九州八幡生まれ。詩集に『兎の庭』（高見順賞）、『旅の絵』（現代詩花椿賞）、『永
遠まで』（現代詩人賞）、評論に『詩心二千年――スサノヲから3.11へ』など。 
日本語詩歌のあらゆる可能性を試み、小説、能、狂言、浄瑠璃、オペラなど多分野で実作。 

d-labo  ｂｙ  SURUGA bank	
• ■お申込みはＨＰ またはお電話にて承ります。（参加費無料・予約制・定員になり次第受付を終了させていただきます）　　　                　	
• 　　ＴＥＬ：　０３‐５４１１‐２３６３　／　ＵＲＬ：　http://www.d-laboweb.jp/event/ 
■東京都港区赤坂９‐７‐１　　ミッドタウン・タワー７Ｆ	
　　営業時間　：　月～金曜日 　１１：００～１９：００　 ／　土・日・祝日（年末年始を除く）　 １０：００～１８：００	

d-log.432　　　　  　　  2016．3．25 （ＦＲＩ）　19：00　‐  21：00 

ジェフリー・アングルス 
1971年米国オハイオ州生まれ。主な著書に『Writing the Love of Boys』、英訳書に多田智
満子詩集『Forest of Eyes（眼の森）』（日米友好基金日本文学翻訳賞、ランドン翻訳賞）、高
橋睦郎自伝小説『Twelve Views from the Distance（十二の遠景）』など。	


